
【活動報告】日タイ学生による農村所得向上に向けた共同プロジェクト 

 

北九州市立大学は 2025 年 9 月 19 日から 23 日までの 5 日間、タイ王国のタクシン大学パッタ

ルンキャンパスにて、学生シンポジウムを開催しました。 

当シンポジウムは 2025 年度学長選考型研究費 A（企画型研究）の採択を受けて実施したもの

で、本学から 9 名、タクシン大学からホスト役として 9 名の計 18 名の学生が参加し、SDGs（持

続可能な開発目標）の達成をテーマとした共同活動を行いました。 

 

 
タクシン大学パッタルンキャンパスでの集合写真 

 

 
グリーンツーリズム商品開発へ向けた染め物体験ワークショップの様子 



 

 

学生たちは現地調査を通じ、地域の特産品である染め物体験やラムサール条約での保護対象に

なっている湿地を巡り、新商品の開発と、農村部への集客を図るグリーンツーリズムのツアーパ

ッケージの企画に取り組みました。これらは、地域の所得向上（目標 1）や持続可能な産業開発

（目標 13）への具体的な寄与を目指す、社会起業家精神の育成を目的としたワークショップです。 

 

 
パッタルン地域のグリーンツーリズム検討のグループワーク 



 
学生ワークショップによるグリーンツーリズム広報誌の一部 

 

シンポジウムの最後には、今後の二国間交流の継続と言語・文化の壁を克服して協力していく

ことを誓う「社会開発に向けた国際協力のための日タイ学生宣言」を採択しました。今回の活動

成果をもとに、今後は試作品の改良や市場調査結果の分析など、実用化に向けた検証を進めてい

く予定です。 

 



 
日タイ学生による国際共同への宣言文 
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